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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、大日本帝国が「内地」と植民地朝鮮で構築しようとした総力戦体制の諸相を、「内地」と植民地
朝鮮における銃後の民衆動員と軍事援護、および皇国臣民化の視点から考察した意欲的な作品である。「内地」
における総力戦体制の構築を、茨城県護国神社や那珂郡村松村在郷軍人会を対象に、在郷軍人会の記録や個人
の日記などの地域史資料を駆使して丹念かつ詳細に考察した点や、植民地朝鮮における総力戦体制の諸相を、
研究蓄積が日本と比較して非常に少ないという研究状況のなかで皇国臣民化の視点から考察しようとした点
は高く評価できる。 
しかし、植民地朝鮮を対象とした考察は、使用した朝鮮史資料が限られていたこともあり、「内地」を対象
とした考察と比較したとき、いまだ不十分の感は否めない。特に、本論文で結論とした「精神教化」を通して
行われた朝鮮人婦人に対する皇国臣民化については、朝鮮における総力戦体制の特徴やジェンダーの視点から
再検討する必要があると思われる。 
こうした課題を残すとはいえ、本論文は、「一国史的視点」ではなく、より大きな「比較史的視点」で総力
戦体制の考察を試みた論文として、学界に寄与するところが大きいと判断できる。 
２ 最終試験 
平成３０年１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
